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ユビキチンは物理的かつ化学的に安定な蛋白質であることが知られているが、ポリユビキチン化すると

熱安定性が低下し、さらに撹拌によって線維化することを見出した。本研究では、架橋タイプの異なる

ダイユビキチン（M1 架橋、K48 架橋、K63 架橋）を対象としてその線維化機構を動的構造の観点から
明らかにする。すでにダイユビキチンの個々のユビキチンユニットを選択的に安定同位体標識した試料

を調製済みで、アミドプロトンの水との交換速度を決められる CLEANEX-PM測定を進めている。同事
業では、ダイユビキチン（M1架橋、K48架橋、K63架橋）に対して、800 MHz NMR上で 15N R1ρ dispersion

を測定したが、ダイユビキチンの構造変化速度が同測定で観測できるタイムスケールよりも速すぎるた

めか、期待される結果に至らなかった。 

一方、SOD1は線維化し ALSに関わることが知られているタンパク質である。この線維化機構を NMR
によるダイナミクス解析から明らかにしようとしている。これまでに 600 MHz NMRを用いて 15N R2 
dispersion測定を行っているが、15N R2 dispersionの解析には比較的に磁場強度が離れた２つの NMR
装置で測定する必要があるため、同事業では、800 MHz NMR上で 15N R2 dispersionを測定した結果、き

れいな dispersion曲線が得られた。各種温度で測定を行い、現在、その解析を進めている。 
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